
１．はじめに

主体的に社会事象を考察し，問題解決方法などを考

えていくためには，物事をより客観的に理解し，把握

することが求められる。そのために必要なスキルとし

て，批判的思考力が挙げられる。そこで，社会系教科

を通じて論理的な探求法および推論の方法を習得し，

それらの方法を適用する技術を身につけ，批判的思考

力を育成する授業を，高等学校の社会系教科を事例に

開発する。

本稿では，公民科「倫理」に関する授業開発を行

う。

２．批判的思考（クリティカルシンキング）について

現在，広島大学附属福山中・高等学校では，批判的

思考，すなわちクリティカルシンキングを柱に据え，

これまでの研究開発の成果と課題をふまえて，複眼的

でグローバルな視点とローカルな視点を併せ持った

（グローカルな）問題解決力と読解力の育成を目指し

てカリキュラム及び授業開発を行っている。当校では，

クリティカルシンキングを以下のように捉えている。

クリティカルシンキングは批判的思考とも訳される

が，「相手を批判する」という意味ではなく，「適切な

規準や根拠に基づき，論理的で偏りのない思考」をす

るという意味を持ち，「よりよい解決に向けて複眼的

に思考し，より深く考えること」を意味する 。�

クリティカルシンキングの視点が有効であると考え

る理由は，論理的思考力や読解力，表現力を育成する

ための基礎として，幅広い視点（複眼的視点）を養い

対象とする情報に関する的確な判断や表現を行う必要

があるからである。以上のような考え方を出発点とし，

課題を発見し解決方法を模索して解決に向かって努力

する問題解決力の育成と，コミュニケーションを図り

的確に意見をまとめ表現する言語能力の育成を重視し

て授業開発を行っている。

クリティカルシンキングには，ある人の議論がどの

ような背景で語られているのか，根拠となる事実や理

論はどういうものかなどをじっくり考え，正しい結論

を導こうとする態度が必要だが，倫理という科目は特

にその議論の背景をいかに読み解くかに大きく関わっ

ていると考えている。ある論者の思想背景は何か，言

い換えれば思考の枠組みは何かを読み解くために，先

哲の思想を学ぶことは非常に有意義であると考える。

つまり，先哲の思想を学ぶことは，「見かけに惑わさ

れず，多面的に捉えて，本質を見抜く」 というクリ

ティカルシンキングの能力育成に大きく寄与する。

また，倫理という科目の目的の一つとして，異文化

理解およびその受容，還元すれば価値多元主義的なも

のの見方を身につけさせることを挙げるならば，学び

の対象となる異文化そのものをクリティカルに読み解

いていくことが必要となろう。異文化をクリティカル

に読み解くことについては，以下のような定義があ

る。

「異文化をクリティカルに読み解く作業」とは，あ

る異文化に接触したときに，自分自身がその文化に対

してもっている視点や考え方に関する内省を繰り返

し，その文化に関する情報を集めることや，様々な角

度からの新たな批判的検討を加えることを通して，そ

の文化についての，より深く，相対的で，複合的な理

解にたどりつくこと 。

この「異文化をクリティカルに読み解く作業」を行

うにあたっては，その文化の背景にある人間観や世界

観を理解することが必要となる。その人間観や世界観
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を理解する助けとなるのが，先哲の思想だと位置づけ

られるのではないか。

３．先哲の思想をいかに扱うか

公民科「倫理」で主に扱われる先哲の思想を学ぶこ

とは，規範倫理学における様々な立場を学ぶことであ

る。例えば，ベンサムの思想を通じて，功利主義とい

う立場を学ぶのである。それぞれの立場にはそれぞれ

の人間観，世界観がある。よって，先哲の思想を学ぶ

ということは，様々な人間観・世界観を学ぶというこ

とになる。先哲の思想の背景にあるこの人間観・世界

観につながる問いを投げかけることによって，生徒自

身が自らの人間観・世界観を構築することにもつなが

るとともに，先哲の思想自体を相対化することもでき

る。例えば，西洋近代思想を扱う際に，「人間は理性

的なのか。完全に正しいことを認識しうるのか。」「自

分はいつも合理的判断を下しているといえるだろう

か。」というような人間観に関わる問いを加えるので

ある。この人間観などの条件を問い直すことは，先哲

の思想の根幹を問い直すことにつながるから，これは

まさに批判的思考そのものだと考えられる。それは，

批判的思考力を育成するには，まず対象となる事象の

思想背景を理解することが必要となり，またそれとは

異なる思想背景をもって検討し直すことが必要となる

と考えるからである。

先哲の思想を手がかりにして，「どのような人間

観・世界観があり，それが自分の考え方とどう違うの

か，その考え方が現代においてどのような形で用いら

れているのかを考える」といったような仕方で，規範

倫理学的な内容を扱うのが適切なのではないか。

４．規範倫理学的授業構成の考え方

先哲の思想を学ぶにあたってはまず，先哲が何を問

題にしたのかを考えなければならないだろう。すなわ

ち，対象となる先哲の問題意識がどこにあったかであ

る。これを，その先哲の立場すなわち人間観と世界観

から探求していくというのが一つの型となろう。

人間観および世界観は，やはりその先哲が哲学史上

どのような位置づけにあるか，すなわちどのような人

間観・世界観を引き継いでいるか，もしくは全く新し

いものを構築したのかをまず正確に捉えなければなら

ない。その上で，現代に生きる生徒が経験するであろ

う具体例を示さなければ，焦点がぼやけてしまうこと

になる。では，その人間観・世界観を探求するには，

どうすればいいだろうか。それは，人間観に関しては

先哲の生い立ちや，傾倒ないしは批判しようとしたし

た哲学者，時代背景などを考えることによって探求が

可能となると考える。また，世界観に関しては，先哲

が生きた当時の世情・歴史的事件や傾倒ないしは批判

した思想，そして科学技術など諸学の展開を考えるこ

とによって探求が可能となろう。つまり，先哲の人間

観や世界観は具体的な事例によって探求していくこと

が可能なのである。また，そうすればこそ，人間観や

世界観を一方的に注入する危険性を回避することがで

き，先哲の思想を相対的にとらえることにもつながる。

この人間観と世界観の探求を通じて，さらに先哲が残

した，あるいはそれに関わる文献などからその思想を

象徴する要語を理解することへとつなげていく。その

上で，先哲が問題意識を持った事象を考えていくとい

うプロセスが妥当なのではないだろうか。

５．授業構成の具体

以上のような考え方に基づいて，単元「鎌倉新仏教」

の中の，「親鸞　―信仰とは何かを考える―」という

授業を開発した。具体的には以下のような構成とし

た。

○導入……親鸞が生きた時代の状況から，親鸞が採用

した世界観を確認する。

○展開１…なぜ親鸞が末法思想という世界観を採用し

たのかを，仏教の人間観から探求・考察さ

せる。

○展開２…末法思想および大乗仏教の人間観から親鸞

がもった問題意識とは何かを探求・考察さ

せる。

○展開３…親鸞が，救いの問題をどのように解決し，

独自の思想を展開していったのかを探求・

考察させる。

○終結……親鸞の思想を手がかりに，信仰とは何か，

そして信仰というありかたが今日でも広く

受容されているのはなぜかを考察させる。

６．成果と課題

先哲の思想の取り扱いについて，指導案の実践や類

型化を行った先行研究 をふまえ，今回開発した授業

との関係を明らかにする必要がある。また，社会科そ

して倫理という科目におけるクリティカルシンキング

の位置づけをより明確にすること，そして規範倫理学

的な授業から応用倫理学的な授業へと展開していくこ

とについて，理論化していくことが必要であろう。
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